










録を残すためにも計画的にマイクロ化を行う必要がある｡

平成8年度に実施された琉政文書の保存状態調査9結果から記録消失の早い青焼きを例にとると ｢統計

学的な根拠に基づ くサンプリング調査により算出した琉政文書155,017簿冊中に含まれる青焼きの推定

枚数374万枚をマイクロ化する場合､作業員1名が1日に2簿冊､約500枚を処理し､年間220日作業すると

して､34年かかる計算になる｣という｡それに加えマイクロ化作業前に必要な文書の解綴､補修等も含

めれば相当の時間を要することになる｡

平成10年度に実施された当館所蔵資料の利用状況調査報告書■Oによれば､｢平成7(1995)年8月2日～平成

10(1998)年7月31日までの3年間の利用状況で利用の高かった資料群は琉政文書で､1簿冊あたりの利用回

数で総務局が圧倒的に高く､ついで復帰対策室となっている｡｣との結果がでている｡

琉政文書は､これまで計画的にマイクロ化した資料群とは若干異なり､その数は膨大で形状や材質も

様々であり､表紙と裏表紙をくるんだ状態で綴じられた文書も多く含み､撮影前の綴じ外し､伸ばしに

は相当の時間を要する｡また､青焼きを含む簿冊の特定も難しいため､先の2つの調査結果を基に本格

的にマイクロ化を行う前のモデル作 りとして､まずは利用率の高い課単位でマイクロ化を進めていくこ

とを検討したい｡

琉政文書をマイクロ化するにあたっては綴じ外しの問題に当たる｡どのような意図や目的で文書を綴

ったのか､歴史的にその文書形態がどの程度重要なのかを検討し､処置にあたっては処置前後の記録を

残すことも心がけることが必要である｡膨大な琉政文書のマイクロ化を効率的に進め､記録を保存して

いくためにも琉政文書の出所元である琉球政府を含めた復帰前の沖縄県の行政組織について理解し､そ

れに関連する多くの情報を採取して残すことも重要である｡

2-2 代替化における課題と基準の作成

マイクロ化や写真の複写などを行う際には､先述したように資料媒体の価値がどの程度重要になるか

の判断に迷うことがある｡所蔵資料も含めて受け入れる資料のほとんどが多種な材質､綴じ方など様々

な方法で残されており､特に綴じ部分に情報が隠れ､記録を正確に写すためには綴じを外さねばならな

いなど､その処置判断に迷うことが多々ある｡但し､受け入れ前の状況から受け入れ後の処置に至るま

での記録を採取し､記録化 しておくことで適切な代替化の方法を選択する判断材料になるものと考えて

いる｡また､媒体変換時には資料情報を記録した書類を資料の記録内容と共にフイルムに収録保存して

いくことで､-資料を取 り巻く様々な関連情報を理解することにもつながる｡そのためにも各作業担当

者との連携を図り､資料の特性を理解しながらより原資科に近い情報を長期的に保存する方法を考えて

いきたい｡

記録を保存する媒体にはフイルム以外にもcD等のデジタル媒体など多種な媒体が存在する｡特に利用

面では利用環境に合わせた方法で活用 してもらうためにも代替化計画を立てる上での道筋として利用と

保存を考えた複製基準を定める必要がある｡そのために当館所蔵資料の利用方法と利用目的について再

考し､各関係機関の状況など多くの情報を収集しながら基準作 りを行いたいと思う｡

U琉政文書の保存状態調査については､大湾ゆかり ｢琉球政府文書の保存状態調査について｣沖縄県公文書館研究紀要 創

刊号(1998年3月)沖縄県公文書館発行にまとめられているQ

… 大湾ゆかり ｢公文書館所蔵資料の利用状況調査報告書｣(1998年9月31日)に記述｡他､本紀要の大湾ゆかり ｢琉球政府文書

の利用状況調査報告｣には1995年8月2日-20(氾年7月31日までの過去5年間分の調査報告がまとめられている｡
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2-3 デジタル化での活用方法について

一般家庭にもパソコンの普及が進み､インターネットを代表とする情報通信手段が広 く普及するにつ

れ､画像をデジタル化 し配信することも一般的になってきた｡

当館でもデジタル化する機会は増えている｡】1例えば､琉球政府発行の公報 (1952年2月-1972年5月)

をマイクロ化 したフイルムからデジタル化を行っており､平成13年3月末にはホームページで同公報の

記録内容の検索 ･閲覧ができるサービスも開始する予定である｡また､米軍や国土地理院撮影の沖縄本

島､宮古､八重山及び周辺離島の空中写真4,392枚をデジタル化 し､平成13年8月からデジタル化 した空

中写真の閲覧サービスを開始するなど今後､当館では利用普及面でデジタル化する頻度が増えるものと

思われる｡代替化の業務においては､館内で複製 した貴重な写真や写真フイルムをデジタル化 し､デー

タベースとリンクすることで検索を容易にし､従来のような写真アルバムを整理する手間とスペースの

削減を行うといったデジタル化の利点を生かす方法を考えている処である｡

あわりに デジタル化について

デジタル情報は劣化 しないという点と利用の帽を広げる目的から資料をデジタル化 ･保存するといっ

たデジタルアーカイブも博物館等文化施設を中心に増えている｡また国､地方公共団体は､電子情報そ

のものを保存するという方向へ動き始めている｡記録作成手段の中心であり､コンピュータのメリット

でもある情報の一元管理や共有､インターネットによる世界的な情報配信及び社会経済構造の転換(I

T革命)などの背景からもコンピュータで作 り出す情報の保存は必然的な宿命であると思われる｡その

ためにも ｢ハー ド･ソフトの互換性がないから再生できない｡｣といった致命的な欠点も改善されなけ

ればならないし､デジタル情報を残すのに克服すべき ｢記録の長期的な保存性､可視性､真正性｣をど

う保証 していくかも今後の大きな課題である｡ただ､マイクロフィルムは長期保存性が認められた標準

化された媒体でありデジタル情報のような再生機器の互換性の問題から再生できないということも起き

ず､フイルム上の画像を改ざんされたかどうかわからないといった心配も無いことから一般的に言われ

るように､資料代替化ではフイルムを保存媒体として残すことが今のところ必要であると思われる｡当

館に於いてもデジタル媒体やフイルムなどのアナログ媒体それぞれの欠点､利点を踏まえ保存と利用に

適 した代替物の作成を心がけたいと思う｡
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